
1

「
邪
馬
台
国
」
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か

増

山

雄

三

中

国

・

魏

（

ニ

二

○

～

二

五

六

）

の

歴

史

書

で

あ

る

「

魏

志

倭

人

伝

」

に

、

倭

の

「

邪

馬

台

国

」

は

女

王

の

都

す

る

所

で

、

七

万

余

戸

ば

か

り

あ

る

が

、

女

王

国

以

北

に

は

一

大

率

（

出

先

機

関

）

を

置

い

て

諸

国

を

統

御

し

、

彼

女

は

常

に

伊

都

国

に

い

て

治

め

て

い

た

の

で

、

諸

国

は

こ

れ

を

畏

怖

し

た

と

い

う

。

倭

国

は

も

と

も

と

男

子

を

王

と

し

て

い

た

が

、

二

世

紀

後

半

に

七

～

八

十

年

に

亘

っ

て

乱

れ

た

の

で

、

人

々

は

一

人

の

女

子

を

共

立

さ

せ

て

王

と

し

、

そ

の

名

を

「

卑

弥

呼

」

と

い

っ

た

が

、

彼

女

は

鬼

道

（

シ

ャ

ー

マ

ン

）

と

し

て

の

能

力

が

優

れ

て

い

た

の

で

、

よ

く

衆

を

惑

わ

す

と

説

明

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

邪

馬

台

国

の

宮

室

は

、

楼

観

や

城

柵

が

設

け

ら

れ

、

常

に

兵

を

持

し

て

守

衛

し

、

倭

の

三

十

余

国

の

中

で

は

最

も

巨

大

で

あ

り

、

政

治

的

機

構

も

整

っ

て

い

た

が

、

彼

女

は

武

力

で

諸

国

を

制

圧

し

君

臨

し
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た

の

で

な

く

、

共

立

さ

れ

た

の

で

、

当

初

は

政

権

の

基

盤

は

脆

い

も

の

だ

っ

た

。

魏

志

倭

人

伝

で

、

邪

馬

台

国

の

文

字

が

で

て

く

る

の

は

、

こ

の

一

か

所

だ

け

で

、

こ

の

国

が

あ

っ

た

場

所

に

つ

い

て

も

、

他

国

か

ら

の

方

角

や

距

離

が

、

大

ま

か

に

示

さ

れ

て

い

る

だ

け

で

、

特

定

で

き

な

い

。

わ

が

国

で

は

、

邪

馬

台

国

の

所

在

地

に

関

し

て

、

古

く

か

ら

論

争

が

続

い

て

い

る

が

、

い

ま

だ

に

定

ま

る

と

こ

ろ

が

な

い

の

は

、

先

の

魏

志

倭

人

伝

で

の

記

載

に

、

所

在

地

を

確

定

す

る

に

は

、

内

容

が

不

十

分

だ

か

ら

と

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

こ

の

問

題

は

、

日

本

古

代

の

国

家

起

源

や

性

格

、

そ

れ

に

国

土

の

統

一

時

期

や

大

和

政

権

と

の

関

り

の

ほ

か

、

記

紀

神

話

や

伝

承

と

の

絡

み

等

も

あ

り

、

日

本

古

代

史

研

究

上

の

重

要

な

位

置

を

占

め

て

い

る

う

え

、

国

民

の

関

心

も

強

い

。

教

科

書

な

ど

で

も

、

長

い

間

に

わ

た

り

そ

の

場

所

が

、

畿

内

と

九

州

の

両

論

が

併

記

さ

れ

て

き

た

が

、

近

年

、

考

古

学

の

成

果

か

ら

、

「

畿

内

説

」

が

有

力

と

い

っ

た

、

踏

み

込

ん

だ

記

述

が

見

ら

れ

る

。
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そ

の

根

拠

は

、

我

が

国

の

国

家

形

成

過

程

を

握

る

と

い

う

、

奈

良

県

桜

井

市

の

「

纏

向

遺

跡

」

の

発

掘

成

果

で

、

こ

こ

は

、

三

世

紀

初

頭

の

奈

良

盆

地

の

大

和

地

方

に

、

突

然

出

現

し

た

集

落

遺

跡

だ

。

そ

こ

で

は

、

九

州

や

関

東

ほ

か

各

地

の

土

器

が

多

数

出

土

し

、

高

度

な

鉄

器

生

産

の

痕

跡

や

、

中

国

の

神

仙

思

想

で

不

老

長

寿

の

象

徴

と

さ

れ

て

い

る

、

桃

の

種

も

見

つ

か

る

と

共

に

、

全

域

の

面

積

が

約

一

万

五

千

平

方

米

の

、

列

島

最

大

規

模

で

あ

る

巨

館

跡

、

な

ど

も

見

つ

か

っ

て

い

る

。

ま

た

畿

内

説

で

は

、

倭

国

の

政

治

的

混

乱

を

打

開

す

べ

く

、

福

岡

県

の

イ

ト

国

や

岡

山

県

の

キ

ビ

国

な

ど

の

国

が

連

合

し

て

、

新

政

権

を

作

っ

た

と

さ

れ

る

纏

向

が

、

中

心

地

に

選

ば

れ

た

背

景

に

、

東

国

へ

の

睨

み

が

効

く

、

地

理

的

要

因

も

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、

こ

の

遺

跡

で

出

現

し

た

特

徴

的

な

前

方

後

円

墳

が

、

全

国

に

み

ら

れ

る

の

も

強

み

で

、

こ

の

地

で

最

大

の

こ

の

古

墳

で

あ

る

「

箸

墓

古

墳

」

を

、

奴

婢

百

余

人

と

共

に

殉

葬

さ

れ

た

、

卑

弥

呼

の

墓

と

主

張

す

る

研

究

者

も

い

る

。
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そ

れ

で

、

魏

志

倭

人

伝

に

よ

る

と

、

卑

弥

呼

は

九

州

に

出

先

機

関

で

あ

る

大

率

を

置

き

、

物

資

の

流

通

も

盛

ん

に

な

り

、

政

治

的

に

傑

出

し

た

そ

の

姿

は

、

纏

向

遺

跡

の

発

掘

成

果

と

も

呼

応

し

て

い

る

。

そ

れ

に

つ

い

て

、

桜

井

市

纏

向

学

研

究

セ

ン

タ

ー

の

寺

沢

所

長

は

、

「

纏

向

は

、

ヤ

マ

ト

王

権

と

呼

ば

れ

る

九

州

か

ら

東

北

ま

で

を

射

程

に

入

れ

た

、

倭

国

の

政

治

の

中

枢

だ

っ

た

。

倭

国

の

女

王

で

あ

る

、

卑

弥

呼

が

い

た

邪

馬

台

国

も

、

こ

の

地

と

考

え

る

こ

と

が

論

理

的

だ

」

と

強

調

す

る

。

さ

ら

に

、

纏

向

に

一

大

率

が

置

か

れ

た

地

は

、

福

岡

県

糸

島

市

の

イ

ト

国

と

し

、

こ

こ

は

、

二

世

紀

後

半

ま

で

倭

国

の

中

心

と

し

て

繁

栄

し

た

が

、

後

ろ

盾

に

し

て

い

た

中

国

・

後

漢

の

滅

亡

で

力

を

失

い

、

岡

山

の

キ

ビ

国

な

ど

の

新

興

国

が

台

頭

し

た

。

そ

し

て

、

政

治

的

混

乱

を

打

開

す

る

た

め

、

か

つ

て

の

イ

ト

や

キ

ビ

国

な

ど

が

連

合

し

て

新

政

権

を

作

り

、

そ

の

中

心

に

地

理

的

に

東

国

へ

の

睨

み

の

利

く

纏

向

が

選

ば

れ

た

と

い

う

の

が

、

纏

向

調

査

の

最

前

線

に

立

つ

、

寺

沢

さ

ん

の

畿

内

説

だ

。
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対

す

る

「

九

州

説

」

で

は

、

福

岡

県

南

部

か

ら

佐

賀

県

南

部

に

広

が

る

、

筑

紫

平

野

の

複

数

の

環

濠

集

落

が

連

携

し

、

「

邪

馬

台

国

連

合

」

を

形

成

し

た

と

の

説

が

、

近

年

に

な

っ

て

注

目

を

集

め

て

い

る

。

福

岡

県

小

郡

市

埋

蔵

文

化

財

調

査

セ

ン

タ

ー

の

片

岡

所

長

は

、

魏

志

倭

人

伝

に

は

、

邪

馬

台

国

が

強

権

的

な

征

服

活

動

を

行

な

っ

た

記

述

は

な

い

と

し

、

複

数

の

国

が

、

卑

弥

呼

を

「

共

立

」

し

た

と

す

る

記

述

と

、

発

掘

成

果

を

照

ら

し

合

わ

せ

た

。

す

る

と

、

筑

紫

平

野

の

各

環

濠

遺

跡

は

、

鉄

や

朱

そ

れ

に

青

銅

器

を

、

一

カ

所

で

独

占

し

て

製

造

せ

ず

分

担

製

造

し

、

そ

れ

ら

を

、

互

い

に

供

給

し

あ

っ

た

様

子

が

う

か

が

え

、

さ

ら

に

、

平

野

を

望

む

高

台

に

は

、

複

数

の

監

視

集

落

の

跡

も

あ

り

、

共

同

で

外

敵

の

進

入

を

防

い

だ

姿

も

見

て

と

れ

る

。

そ

れ

で

、

筑

紫

平

野

に

出

来

あ

が

っ

た

邪

馬

台

国

連

合

は

、

卑

弥

呼

の

死

後

に

衰

退

す

る

が

、

三

世

紀

後

半

以

降

、

こ

の

地

に

前

方

後

円

墳

が

築

か

れ

る

こ

と

か

ら

、

近

畿

の

ヤ

マ

ト

王

権

の

影

響

下

に

入

っ

た

と

い

う

の

が

、

片

岡

さ

ん

の

見

方

に

な

っ

て

い

る

。
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そ

れ

で

も

、

魏

志

倭

人

伝

の

「

七

万

余

戸

」

と

い

う

記

述

か

ら

す

る

と

、

北

部

九

州

説

は

、

ス

ケ

ー

ル

が

小

さ

い

と

の

反

論

も

あ

る

が

、

各

遺

跡

の

成

果

を

総

合

す

れ

ば

、

纏

向

を

凌

ぐ

内

容

を

持

っ

て

い

る

。

そ

の

う

え

、

卑

弥

呼

が

魏

か

ら

与

え

ら

れ

た

金

印

な

ど

の

決

定

打

は

な

く

、

結

論

は

い

ま

だ

出

て

い

な

い

も

の

の

、

近

畿

・

九

州

双

方

の

、

地

道

な

発

掘

成

果

が

議

論

の

深

化

に

繋

が

っ

て

い

る

こ

と

は

、

ま

ず

間

違

い

な

い

と

思

わ

れ

る

。

と

こ

ろ

で

、

邪

馬

台

国

の

所

在

論

争

は

、

江

戸

時

代

に

遡

る

事

が

で

き

る

が

、

儒

学

者

の

荒

井

白

石

は

地

名

の

発

音

か

ら

、

築

後

国

山

門

郡

を

候

補

地

に

挙

げ

て

い

る

が

、

明

治

時

代

に

は

、

東

洋

史

学

者

の

内

藤

湖

南

が

畿

内

説

、

白

鳥

庫

吉

が

九

州

説

を

提

唱

。

さ

ら

に

、

記

紀

伝

説

の

神

武

東

征

と

絡

め

、

筑

紫

地

方

で

発

達

し

た

勢

力

が

、

東

方

の

大

和

に

移

っ

た

と

す

る

邪

馬

台

国

「

東

遷

説

」

も

、

和

辻

哲

郎

ら

に

よ

っ

て

唱

え

ら

れ

た

。

魏

志

倭

人

伝

で

、

卑

弥

呼

が

魏

へ

使

者

を

送

っ

た

際

、

下

賜

さ

れ

た

「

銅

鏡

百

枚

」

を

巡

る

論

議

も

あ
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る

が

、

た

だ

、

近

畿

地

方

の

古

墳

で

大

量

に

出

土

し

た

、

卑

弥

呼

の

鏡

と

も

い

わ

れ

て

き

た

、

三

角

縁

神

獣

鏡

は

、

中

国

大

陸

で

は

、

一

枚

も

発

見

さ

れ

て

お

ら

ず

、

論

争

は

続

い

て

い

る

。

考

古

学

で

は

、

望

楼

跡

な

ど

が

発

掘

さ

れ

た

、

佐

賀

県

神

埼

市

吉

野

ヶ

里

町

の

吉

野

ケ

里

遺

跡

も

、

主

祭

殿

な

ど

も

復

元

さ

れ

て

い

て

、

い

ま

候

補

地

と

し

て

注

目

さ

れ

て

い

る

が

、

片

岡

さ

ん

の

九

州

説

に

よ

れ

ば

、

邪

馬

台

国

連

合

を

作

っ

た

、

北

部

九

州

の

環

濠

集

落

の

一

つ

で

は

な

い

か

と

見

て

い

る

。

一

方

、

纏

向

遺

跡

に

近

い

、

弥

生

時

代

の

大

規

模

集

落

で

あ

る

、

奈

良

県

田

原

本

町

の

唐

古

・

鍵

遺

跡

に

つ

い

て

も

、

邪

馬

台

国

と

の

関

係

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

が

、

そ

れ

は

、

纏

向

遺

跡

に

倭

国

の

王

都

が

造

ら

れ

る

以

前

の

、

国

の

拠

点

と

す

る

説

が

有

力

だ

。

い

ず

れ

に

せ

よ

、

こ

の

問

題

は

日

本

国

家

形

成

期

の

重

要

な

要

と

な

る

の

で

、

東

ア

ジ

ア

世

界

の

中

で

把

握

す

る

姿

勢

を

堅

持

し

つ

つ

、

考

古

学

で

の

成

果

を

、

吸

収

し

て

い

く

事

が

解

決

の

道

だ

ろ

う

。

令

和

三

年

十

一

月


